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経済的な球状トカマク型核融合炉の実現にはセン

ターソレノイドの除去が望まれる．TST-2 球状トカマ
ク装置では低域混成（Lower-Hybrid: LH）波による
プラズマの非誘導立ち上げ研究を行っている．これま

でに誘導的に駆動されるプラズマの 1/4 のプラズマ電
流までの立ち上げに成功している．LH 駆動プラズマ
電流は少数の高速電子がその大部分を担うことが示唆

され [1]，定量的な波動計算による電流分布の推定が行
われている [2] が，プラズマ内部磁場分布計測による
計算の妥当性検証が必要である．そこで，プラズマ内

部のポロイダル磁場を直接計測可能なマイクロ波偏光

計が新たに設計された [3]．本発表では，この偏光計を
用いた計測結果を報告する．

設計された 27 GHz マイクロ波偏光計はプラズマ
中のポロイダル磁場を４視線で計測することができる

（Fig. 1）．TST-2の LH駆動プラズマは電流値が低い
ため Cotton-Mouton 効果が大きい．そこで，左右円
偏光のマイクロ波を異なる周波数で重ね合わせ，回転

変調を加えた直線偏光をプローブ光に用いることによ

り，偏光の Faraday回転のみを位相変化としてヘテロ
ダイン計測を行うことができる．今回，３視線でプラ

ズマ電流が最大となる 10 msec間での位相信号を計測
し，計測値の精度を評価した．

結果として，計測した３視線で 1-5度程度の Faraday
回転を計測し，概ね真値に近い結果が得られた．エラー

バーが大きいもので 15度程度であったため，平衡計算
の拘束条件としてはより高精度な測定が必要であるこ

とがわかった．計測を続けていくと，位相信号が最大

10度程度変化した視線があった．また，プローブ光の
偏光状態をベンチテストで確認すると，本来ならば円

偏光であるべきものが楕円偏光になっていた．これら

の因果関係を含め，今後は回路素子特性の検証方法を

Fig. 1: 27 GHzマイクロ波ポロイダル偏光計．視線数

は４つ．

確立し，安定した計測を目指す予定である．
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